




令和元年度 ⻄宮市総合防災訓練 実施状況 

開会式 

       

                             

 

⑤避難誘導・要援護者避難支援訓練 

 被災地において、地域住民が自助・共助により、災害時要援護者の避難の誘導や支援を迅

速且つ安全に実施できるかを確認しました。 

 

 

⑥避難所運営訓練 

 避難所運営に関する様々な課題について各団体・各専門機関が集まり意見交換を行いまし

た。地元の高校生なども積極的に発言しており、地域一体となった避難所運営を行ってい

くためのマニュアル作りをする上で、非常に有意義なものとなりました。 

 

               

 

 

 

 

 

 

 



⑦人命救助訓練 

地震で発生した倒壊家屋により、負傷者が閉じ込められているとの想定で実施しました。 

この訓練では、市の人命救助隊、消防団、自主防災会、近隣事業所（ウィルコム、ホーム

センターコーナン、今津体育館、アコーディアガーデン甲子園浜、兵庫県トラック協会）、

防災士会、日本レスキュー協会、日本マリーナ・ビーチ協会、消防協力隊（西宮渡辺病院）、

警察、陸上自衛隊の連携により人命救助と搬送を迅速かつ安全に実施できるかを確認しま

した。 

     

⑨情報収集訓練・津波避難ビル救出訓練 

 南海トラフ地震により津波が発生し、津波避難ビルに避難したが、そのまま取り残されて

しまった要救助者を西宮市消防局と兵庫県消防防災航空隊が連携し、ヘリによる救助を行

いました。 

 

 

⑩多言語支援センター設置運営訓練 

 国際交流協会の協力により、災害時における外国人被災者に対する通訳や多言語情報の提

供など、多言語支援活動の確認を行いました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑪救援物資受入・分配訓練・燃料供給訓練 

 避難者役の県立西宮今津高校生が主体となり、地域の自主防災会や各企業の方々などの協

力により、自主的な救援物資の受け入れ・配給要領の確認を行いました。 

 食料については、尾西食品、コープこうべからそれぞれ非常食や菓子パンの提供を受け、

水についてはコカ・コーラから提供をいただきました。 

 また、非常食の調理に利用する燃料は、兵庫県ＬＰガス協会から供給を受けました。 

 

 

⑫避難者移送訓練 

 この訓練では、避難所がいっぱいとなり、企業（阪神バス）の協力を得て、別の避難所へ

移送を行うという場合を想定したものです。 

 避難者役には、聴力障害者（聴力言語障害者協会ろうあ部会）や車イスの方がおり、その

場合の対応なども学びました。 

 

            

⑬物資受入・搬送訓練／海上輸送・受入訓練 

 海路からは海上自衛隊、陸路からは災害時応援協定事業者の「5日で 5000 枚の約束。」が

それぞれ運んでくる救援物資を災害時応援協定事業者の赤帽・兵庫県トラック協会や県

（阪神南県民センター）、市職員などが連携して、物資集積所や避難所に搬送を行いまし

た。 

     



⑭応急給水訓練 

断水状態となった避難所や透析医療機関等への給水活動を第一環境設備と協力して行う

ための要領を確認しました。 

また、避難者役の高校生なども給水の体験を行いました。 

 

                   

⑮道路啓開・橋台段差処理訓練 

 この訓練は、地震の揺れにより沿道の家屋が倒壊し道路を塞いでいる、また、道路と橋と

の間に大きな段差が生じてしまったとの想定で実施し、市の職員が西宮建設協会と連携し

て、撤去作業等の手順の確認を行いました。 

 

 

⑱多重衝突対応訓練 

地震による高速道路上での多重衝突事故を想定し、市消防局、ＤＭＡＴ、ドクターヘリが

連携して救助活動の要領を確認しました。 

看護学生などが負傷者役を行い、プロによる救助活動を実際に体験することが出来ました。 

 

             

 

 

 

 

 



⑳ダンボールベッド等作成訓練 

防災士会の指導により、自主防災会や高校生、また、当日参加した地域の方々なども一緒

に福祉避難所などで使用するダンボールベッドの作成方法を学びました。 

 

 

㉑災害用トイレ設置訓練 

 市職員の指導により、自主防災会や関西学院大学の学生、また、当日参加した地域の方々

なども一緒に災害用トイレの作成方法を学びました。 

 

               

㉒海上救出訓練 

津波等により、海に取り残された要救助者を、ＧＥＯソリューションズの協力によりドロ

ーンを飛ばして捜索を行い、海上保安庁や警察、消防協力隊（西宮渡辺病院）が連携して

救助・搬送しました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



㉓土のう作成・設置訓練 

 消防団の指導により、市職員、近隣事業所などが協力して、土のうの作成を行いました。 

迅速・安全かつ正しい土のうの作成・設置方法を学ぶことが出来ました。 

 

                

㉔ライフライン復旧訓練 

ＮＴＴ、大阪ガス、関西電力がそれぞれライフラインの復旧要領の確認を行いました。 

     

 

 

㉖災害廃棄物収集訓練 

 市職員とにしのみや環境サポート協同組合が連携し、災害で発生したガレキ等の廃棄物を

プレス車にて破砕・収集する手順の確認を行いました。 

 



㉗地震初期消火訓練及び地域連携消火訓練 

 この訓練は、地域から自主防災会、県立西宮今津高校、近隣事業所としてウィルコム、今

津体育館、兵庫県トラック協会、西宮市消防協力隊として、伊藤ハムやＪＦＥスチール、

そして消火器等の指導役として消防団が参加しました。 

地震により多発火災が発生したとの想定で、それぞれにある職場や学校、地域にある消火

器や屋内消火栓、可搬式消防ポンプを活用して消火活動を行いました。たとえ災害多数で

消防車の到着が遅れても「自分たちの町は自分で守る」という精神で、終始真剣に取り組

んでいました。 

 

                  

㉘地震火災消火訓練 

 地震により消火栓が使用不能となることを想定し、市消防局・消防団が連携して長距離に

おけるホース延長要領及び自然水利からの吸水要領を確認しました。また、海上保安庁の

巡視船からの中継要領も併せて確認しました。 

 

 

閉会式 

     

 

 

 

 



防災展示コーナー 

 各企業・団体等により１９ヵ所の展示ブースを開きました。 

 コープこうべでは、災害時に役立つポリ袋調理（パッククッキング）の提案を行っていま

した。また、ネッツトヨタ神戸では、プリウス（ＰＨＶ車）による非常用電源を使用し、

ポットでお湯を沸かし、お茶の提供を行っていました。 

 


